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日本発着中国貨物便ネットワーク No.1 の PR について 

 

２００６年冬期スケジュールにおいて、関空では中国路線の大幅な拡大が計画されております

が、特に貨物便については新規就航航空会社の乗り入れなどもあり、就航航空会社数、就航都

市数、週間就航便数の全てにおいて、関空は日本最大のネットワーク(※1)を持つこととなります。 

中国の経済発展、日本企業の工場拠点の中国展開等に伴い、日中間の貿易は年々大幅な拡

大傾向を見せており、関空はこのような日中間の経済活動の基盤として、益々盛んになる航空物

流を支える貨物空港となります。 

今後、当社と関西国際空港全体構想促進協議会では、「日本発着中国貨物便ネットワーク

No.1」と題して業界誌中心とした広告展開(※2)を行い、このような関空独自のメリットを広くＰＲして

まいります。 

 

２００６年冬期スケジュールにおける関空＝中国貨物便ネットワークの概要 

○就航会社数（１５社） 

 日本航空インターナショナル・全日空・日本貨物航空・中国国際航空・中国貨運航空・上海航

空・揚子江快運航空・翡翠航空・中国貨運郵政航空・キャセイパシフィック航空・エアホンコン・

香港ドラゴンエア・フェデックス・ＵＰＳ・ノースウエスト航空 

  下線は２００６年冬期スケジュールよりの新規乗入航空会社。 

○就航都市数（８都市） 

  上海・香港・北京・広州・深圳・青島・厦門・大連 

○就航便数（週間７４便） 

 

(※1) ２００６年冬期スケジュール計画便（ピーク時）において、中国を最終帰着地とする貨物専用便の週間便数、就航都市数、

就航会社数の全てにおいて、関空は日本最大となります。 

 (※2) 広告デザインは別紙のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 
ホームページ  http://www.kansai-airport.or.jp 
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